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 春、ひとつ大きくなったよろこびで胸いっぱいの子

どもたち。芽吹きの季節、園庭に出ては「せんせい

カエルいた」「つくしがでてるー」とわくわくする発見

もいっぱいです。 

今年度も保育所での食育の取組をおたよりでお

届けしていきます。「のびのび」という名前は、ひか

り保育所の豊かな自然の中で、のびやかに遊ぶ子

どもたちの姿と、遊びの中で食に興味をもち、体も

心ものびのびと育ってほしいという願いをこめまし

た。季節を肌で感じながら、遊ぶ、食べる、生きる

子どもたちの姿を、一緒に見守っていただけたらと

思います。 

どどんと届いた丸太と、手のひらにころんと

ふしぎなまるいもの…。なんとそれはしいたけの

あかちゃんなんだって。保育士があけた穴のお

うちにしいたけのあかちゃんをつめこんだら木づ

ちでとんとん。はじめはおぼつかない手つきでし

たが「もっとやりたい」と意欲まんまんで楽しみ

ました。原木はただいま玄関横でおやすみ中。

しいたけが出てくるのを心待ちにする子どもたち

です。 

あたらしく畑を耕したり、肥料

を入れたり、たくさん種や苗を

植えたり… 

子どもも職員もみ～んないっ

しょにわくわく開拓中です。 

今後もお楽しみに… 


